
 

 

 

 

 

 

 

 1月 9日に魚住東中学校で第 2回学校運営協議会が開催されるということで、覗きにいかせてい

ただきました。 

 魚住東中学校はコロナ禍の影響等で、正直なところ学校運営協議会（コミュニティ・スクー

ル）の一歩が踏み出せていない学校でした。今年度は、地域の学校として地域とつながっていこ

うと一歩を踏み出され、まだまだ模索している真っ最中といった感じです。しかし、いろいろご

相談させていただく中で、学校としてのコミュニティ・スクールのビジョンを学校運営協議会に

提案してみようというのが今回の大きなテーマです。 

 

魚住東中学校ではコミュニティ・スクールへの

取り組みを進めるにあたって“トライやる・ウ

ィーク”をまず手がかりに地域とつながってい

こうと考えられました。“トライやる・ウィー

ク”の当該学年の中学校 2年生だけでなく、3

年間の取り組みとして「自分自身の生き方（キ

ャリア）に向き合いながら、予測不能な時代

（VUCAな時代）を逞しく生き抜く力」を学

校・地域・家庭が一体となって育てていこうというビジョンです。これまであまりつなげて考え

てみなかったことをカリキュラム・デザインすることにより、地域の中で、多様な人にふれ、多

様な人から学ぶ 3年間一貫したキャリア教育として今回は提案されました。 

 提案を聞きながら、事業所頼みの“トライやる・ウィーク”からの脱却だなと感じながらも、

いきなりの提案でどうなるかなと正直心配しました。学校運営協議会の委員のみなさんから 

は、提案されたビジョンを受け止めながら、学校と地域とのつながりの現状からといった感じで

対話が始まっていきました。 
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 学校運営協議会の充実に向けて 



 〇小学校区まちづくり協議会さんの立場より 

・各まちづくり協議会さんが実施している地域行事と中学生とのつながりといった側面から 

⇒これから地域を支える担い手として若い人たちを育てていく大切さ 

   ⇒小学校で経験したことが、どう中学校で生かされていくか、生かしていくには 

   ⇒地域での防災を支える力として 

   ⇒地域を知り、地域の伝統・文化をつないでいくために  etc. 

 〇PTA経験者としての立場より 

  ・保護者・地域住民としての側面から 

   ⇒子どもがいなくなると、学校の敷居が高くなる 

   ⇒昔にくらべ先生の顔が見えにくくなってきている 

   ⇒学校と家庭の距離感 

   ⇒学校にもっときてもらうには 

  ・PTAの在り方といった側面から 

   ⇒PTAの在り方じたいが変化してきている 

   ⇒もっとフラットな組織にしていくことが必要 

   ⇒こういった学校運営協議会のような場が重要になってくるのでは etc. 

 といった話題が雑談といった感じで進んでいきました。 

 今回の対話の中で、学校と地域の距離を縮めていくことが必要だということが見えてきたのが

大きかったのではと感じました。そこで、地域行事や学校行事等の情報を両者で共有し、まず地

域行事の情報を学校からも発信していこうということになりました。また、地域行事の中で中学

生が主体的に参加できる方法も考えていく宿題もできました。トライやる・ウィークから一見は

なれたように思えるかもしれませんが、こうした耕しが“地域に学ぶ「トライやる・ウィー

ク」”には必要だということが今回の対話の中で共有されたのではと思います。 

今回、魚住東中学校の学校運営協議会では、学校より「こんなことをやってみたい」という具

体的なビジョンに対して、課題を洗い出しながら、課題解決に向けての方向性が話し合われたの

ではと思います。ある意味地域全体で子どもを育てる戦略会議的な一歩が踏み出されたのではと

思います。今後、回数に縛られず必要に応じて対話が積み重ねられていったらいいなと思いま

す。そして今回の対話の中で地域の方は小学校と中学校のつながりの必要感を持っておられると

私自身は強く感じました。近い将来、中学校 1年生が “えんたくん”を使いながら、自分たちの

“トライやる・ウィーク”について、地域の方と対話する姿を妄想してしまいました。 

 ある方より昨年末にお正月に読まれたらと“教育改革を「改革する」”とい

う本を紹介していただきました。まだ読み切れていませんが、この本の帯にあ

る“学校文化を変えられるのは、トップダウンの「教育改革」ではなく、ボト

ムアップの「実践改善」なのです”という意味を考えながら読んでいます。

1996年の中教審答申で打ち出された「生きる力」が今もたどり着けていない理

由、いじめ・不登校・学力等様々な施策が打ち出されているのに、なかなか改

善されない理由等・・・。「ティール組織」と重ねてみると、「対話」の持つ

重みを感じさせられました。もしよければ一度手に取っていただけたらと思います。 

                                  （文責：北本） 

 トップダウンの「教育改革」ではなく、ボトムアップの「実践改善」 


